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次
の
ペ
ー
ジ
は
「 

町
に
考
え
を
聞
く
！
　
一
般
質
問 

」
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原発国民投票の実現についての請願
…賛成多数で継続審査…

こ
の
請
願
の
内
容
は

「
原
発
国
民
投
票
の
実
現
を

求
め
る
意
見
書
を
国
会
・
政
府
に
提
出
し
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
い
う
要
旨
で
、
請
願
者
の
ほ
か

１
１
３
５
人
の
署
名
と
と
も
に
議
会
に
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

付
託
委
員
会
の
審
査
結
果

付
託 

さ
れ
た
総
務
経

済
常
任
委
員
会
で
は
、「
原
発
の
方
向
性
と
国
民
投

票
と
い
う
手
法
で
よ
い
の
か
考
え
る
必
要
が
あ

る
」「
国
の
動
き
、電
力
の
状
況
・
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
動
き
を
見
る
な
ど
、
時
間
を
か
け
て
慎
重
に
考

え
た
い
」「
国
・
自
治
体
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、

原
発
事
故
の
収
束
と
除
染
。
難
し
い
問
題
で
あ
り
、

時
間
を
か
け
て
議
論
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い

か
」「
継
続
審
査
と
し
、
原
発
に
つ
い
て
委
員
そ
れ

ぞ
れ
が
調
査
・
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
」
等
の
さ

ま
ざ
ま
な
議
論
が
あ
り
、
賛
成
多
数
で
継
続
審
査

と
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

本
会
議
の
審
議
で
は

本
会
議
で
は
、
委
員
会
の
審

査
結
果
の
と
お
り
継
続
審
査
と
す
る
こ
と
に
対
し

審
議
。
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
継
続
審
査 

と
な
り
ま
し
た
。

今
こ
そ
原
発
問
題
を

　
　

国
民
が
真
剣
に
考
え
る
と
き

田
母
神
節
子
議
員

　

原
発
安
全
神
話
は
崩
れ
、
緑
豊
か
な

故
郷
に
住
め
な
い
人
が
生
ま
れ
た
。
日

本
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
根
本
か
ら
考

え
直
す
と
き
で
あ
る
。
大
企
業
優
先
か

国
民
の
生
命
が
大
切
か
、
今
こ
そ
原
発

問
題
に
つ
い
て
、
国
民
一
人
ひ
と
り
が

真
剣
に
考
え
る
と
き
で
あ
る
。
国
民
投

票
は
や
る
べ
き
と
考
え
継
続

審
査
に
反
対
す
る
。

継続審査に

影
響
を
受
け
る
国
民
が

　
　

決
め
る
べ
き

岡
本
安
明
議
員

　

今
後
の
原
発
を
ど
う
す
る

か
は
、
日
本
国
民
の
み
な
ら

ず
、
人
類
の
ゆ
く
え
も
左

右
す
る
重
大
な
事
業
で
あ
る
。
今
回
の

原
発
事
故
で
一
番
影
響
を
受
け
て
い
る

の
は
、
一
市
民
で
あ
る
多
く
の
国
民
で

あ
る
。
請
願
者
が
主
張
し
て
い
る
の
は

「
脱
原
発
」
や
「
原
発
推
進
」
で
は
な

い
。一
番
影
響
を
受
け
て
い
る
国
民
が
、

原
発
の
あ
り
よ
う
を
国
民
投
票
に
よ
っ

て
決
め
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い

る
。
請
願
に
賛
成
し
、
継
続
審
査
に
反

対
す
る
。

一
人
ひ
と
り
が
考
え
、

　
　

意
思
を
示
す
機
会
を

大
久
保
幸
夫
議
員

　

ひ
と
た
び
原
発
事
故
が
起
き
る
と
、

被
害
は
広
域
に
及
び
、
全
国
に
多
大
な

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
今
回
明
ら
か
と

な
っ
た
。
原
発
問
題
は
、
国
民
の
生
命
、

子
ど
も
た
ち
の
将
来
、
そ
し
て
日
本
の

存
亡
に
ま
で
関
わ
る
大
変
重
大
な
課
題
。

そ
の
選
択
を
一
握
り
の
方
に
委
ね
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
。
私
た
ち
国
民

一
人
ひ
と
り
が
真
剣
に
考
え
、
直

接
自
分
の
意
思
を
あ
ら
わ
す
機
会

が
必
要
で
、
そ
の
声
を
全
国
へ
発

信
し
て
い
く
こ
と
は
大
い
に
意
味

が
あ
る
。
継
続
審
査
に
反
対
す
る
。

命
に
か
か
わ
る
問
題
で
は

　

意
思
表
示
の
機
会
が
必
要

神
田　

崇
議
員

　

国
民
投
票
は
憲
法
改
正
に
か
か
わ
る

際
に
の
み
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、

今
回
の
原
発
事
故
を
教
訓
に
、
国
民
一

人
ひ
と
り
の
尊
い
命
に
か
か
わ
る
重
大

な
問
題
に
お
い
て
は
、
国
民
が
直
接
意

思
を
あ
ら
わ
す
機
会
が
必
要
で
あ
る
。

「
原
発
国
民
投
票
の
実
現
を
求
め
る
意
見

書
を
国
会
・
政
府
に
提
出
す
る
こ
と
」

を
速
や
か
に
採
決
す
る
こ
と
を
強
く
求

め
、
継
続
審
査
に
反
対
す
る
。

こ
の
議
案
の
内
容
は

障
害
者
の
福
祉
の
増
進
及

び
自
立
促
進
を
図
る
寄
居
町
障
害
者
交
流
セ
ン

タ
ー
の
設
置
に
伴
い
、
条
例
を
制
定
す
る
も
の

で
す
。

こ
ん
な
施
設
で
す

障
害
者
交
流
セ
ン
タ
ー
は

旧
熊
谷
保
健
所
寄
居
分
室
の
１
階
の
う
ち
、
約

３
１
０
平
方
メ
ー
ト
ル
を
活
用
す
る
も
の
で
、

３
つ
の
交
流
室
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
な
り
ま
す

条

例
で
は
、
交
流
セ
ン

タ
ー
の
設
置
と
そ
の
位

置
、
交
流
セ
ン
タ
ー
の

行
う
業
務
、
使
用
許
可

や
使
用
許
可
の
制
限
な

ど
が
定
め
ら
れ
、
施
行

規
則
も
あ
わ
せ
て
制
定

さ
れ
ま
し
た
。
４
月
１

日
か
ら
施
行
さ
れ
て
い

ま
す
。

障
害
者
交
流
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

障
害
者
交
流
セ
ン
タ
ー
、
業
務
内
容

や
規
則
な
ど
を
条
例
化

こ
の
議
案
の
内
容
は

天
沼
陸
橋
高
架
の
路

面
下
を
駐
車
場
と
し
て
有
効
活
用
す
る
た

め
、
条
例
が
一
部
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
な
り
ま
す

設
け
ら
れ
た
駐
車
場

は
鉄
道
の
南
側
が
13
台
分
、
北
側
が
12
台

分
の
計
25
台
分
。
料
金
は
１
区
画
１
ヵ
月

３
０
０
０
円
で
す
。

付託…議会で、本会議の議決に先だって議案や請願について検討を加えるため、常任委員会・
特別委員会などに議案などの審査を委託すること。

継続審査…提出された議案などは、その議会の会期中に限り審議の対象になります。しかし、会期中に結論が
得られず引き続き審査することを議決した場合、「継続審査」となり、次の定例会で再度審議されます。

この人が新しく選任されま
した（人事案件）

教育委員会委員

公平委員会委員

矢那瀬昌子 氏
　　　    （用土６）

逸見忠正 氏
　　　    （上の町）

「
何
が
ど
う
な
る
？
」 ３

月
定
例
会
で
は
、
多
く
の
条
例
等
を
慎
重
に
審
議
し
ま

し
た
。
町
民
み
な
さ
ん
の
生
活
に
直
結
し
た
も
の
を
い
く

つ
か
ご
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
議
案
の
内
容
は

肥
料
や
土

壌
改
良
資
材
な
ど
の
施
用
量
に

つ
い
て
は
上
限
を
定
め
る
法
的

な
規
制
が
な
く
、
不
当
に
大
量

投
与
さ
れ
た
場
合
、
農
地
や
森

林
の
保
全
や
利
用
、
周
辺
環
境

の
保
全
を
損
な
う
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
条
例
で
は
一
定

量
を
超
え
る
肥
料
等
の
施
用
・

保
管
に
つ
い
て
、
町
へ
の
施
用

計
画
の
届
け
出
を
義
務
づ
け
て

い
ま
す
。

こ
う
な
り
ま
す

計
画
の
実

施
に
よ
り
農
地
等
の
保
全
が
損

な
わ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
、

町
は
施
用
の
方
法
、
施
用
量
や

保
管
量
の
変
更
、
計
画
中
止
な

ど
の
指
導
を
行
い
ま
す
。
さ
ら

に
指
導
に
従
う
よ
う
に
勧
告
を
、

勧
告
に
従
わ
な
い
と
き
は
公
表

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
無
届
け
や
虚
偽
の
届

け
出
で
、
勧
告
に
従
わ
な
い
と

き
は
、
公
表
後
５
万
円
以
下
の

過
料
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
内
容
で
、
不
当
な
大

量
投
与
を
防
止
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

　

計
画
書
の
届
け
出
が
必
要
な

量
は
、
農
地
で
の
施
用
が
１

反（
約
９
９
０
平
方
メ
ー
ト
ル
）

当
た
り
20
ト
ン
、
保
管
の
場
合

は
50
ト
ン
、
山
林
の
場
合
は
1

ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
5
ト
ン
を

そ
れ
ぞ
れ
超
え
る
場
合
な
ど
規

則
で
定
め
て
い
ま
す
。

　

同
様
の
条
例
を
す
で
に
制
定

し
て
い
る
の
は
、
群
馬
県
・
徳

島
県
・
美
里
町
の
３
団
体
だ
け

で
す
。

肥
料
等
の
大
量
投
与
の
防
止
に
関
す
る
条
例

不
当
な
大
量
投
与
へ
の
防
止
策

　

…
５
万
円
以
下
の
過
料
も
規
定

道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正

天
沼
陸
橋
高
架
下
の
活
用
を

　
　
　
　

１
ヵ
月
３
０
０
０
円

請願は、国や県・町などに対して希望や意見を述べ、町政などに反映させるための制度
です。町の仕事について希望や意見があるときは、請願を提出することができます。請
願を提出する場合は、町議会議員の紹介を必要とします。請願は、委員会において審査
を行った後、本会議において採択または不採択の決定を行います。

「 請
せ い が ん

願 」議会を知ろう！ ガラス張りの議会

交流室は3部屋あります


